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永
年
莫
取
．
其
國
司
在
社
之
日
．
翌
田
一
依
。
前
格

届
楚
占
1

時
百
姓
有
＞
妨
之
地
一
若
受
＞
地
之
後
至
与
三
年
一
本

天
平
十
五

A

次

(
3
)
 

問

[
]

（

 

※

W
E
B
掲
載
に
際
し
、
所
蔵
者
か
ら
の
要
開
に
よ
り
出
典
を
追
記
し
て
お
り
ま
す
。

早
稲
田
大
学
図
書
館
提
供
E
B
S
C
O
h
o
s
t
E
b
o
o
k
s
よ
り
複
写

類

翠

二
代
格
新
訂
国
史
大
系
第
二
十
五
巻
類
緊
―
―一
代
格
弘
仁
格
抄
巻
第
十
五
吉
川
弘
文
館

―
10
0
0
年
発
行
第

一
版

I
S
B
N
 :
 97
8
4
6
4
2
0
0
3
2
7
8
 

年
五
月
廿
七
日

勅
ゞ
翌
田
捩
羮

．
 

身
＿
悉
咸

＊
~
＂
・
ウ

老
七
年
格
一
限
満
之
後
依
＞
例
牧
獲
．
由
＞
是

(
1
)
 

古
代
）
次
の
A
.
B
二
問
に
答
え

二

0
¥

【
修
士
課
程

―二
年
度

】

主
不
＂
開

者
涵
E
"

他
人
開
墾
＿

ー
／
↑
゜
ヘ
ー
ジ

一
但
人
為
袖
窓
田
占
＂
地
者
。
先
就
＞
國
・
申
詰

．然
後
開
”
之
。不
五
得
g

農
夫
怠
倦

て
全
文

よ。

を
読
み
下
し
、

解
答
用
紙
に
設
問
の
記
号
・
番
号
を
明
記
す
る
こ
と
。

四
]
（
近

・
現
代）

の
う
ち、

j

と
は
で
き
な
い
。

早
稲
田
大
学
大
学
院
文

専
門
科
目

13
年
丈
名
ず

□
]
（
古
代
）
・u
-]
（
中
世
）
•
[
三
（
近
世
）
・
[

を
選
ん
で
解
答
せ
よ
。
但
し
、
複
数
の
時
代
を
選
ぶ
｝

よ
。
但
し
、

の
史

料

に

つ

い

て

常

用

漢

字

を

用

い

内
容
に
関
し
て
知
る
と
こ
ろ
を
簡
潔
に
述
べ

ア
”

開
＞
地
復
惹
．
自
今
以
後
。
任
為
a

私
財
益
江
翌
三
世
↓

コ
ー

ス

学
研
究
科

(
2
)
 
現
代
語
に
訳
し
た
上
で
、

自
分
の
専
攻
す
る
時
代
の
問
題

入
学
試
験
問
題

※
解
答
は
別
紙
（
縦
)
•
横
書
）



c
 

(
3
)
右
の
史
料
に
関
し
て
知
る
と
こ
ろ
を
述
べ
よ
。

(
2
)
傍
線
部
b
を
現
代
語
に
訳
せ
。

(
1
)
傍
線
部

a
を
常
用
漢
字
を
用
い
て
読
み
下
せ
。

r
.
 

.̀
3 

、
＇へ

し9
9
 -

d
／
り
ペ
~
ジ

a
 

――-年
-i
一
月
戊
辰
圃
．
右
大
臣
筵
一
位
兼
行
皇
太
子
磯
臣
藤
原
朝
臣
緒
嗣
言
．
依
担
去
天
長
元
年
正
月
廿
四
日
上
衰

渤

海
入
蒻
定
以
こ
紀
而
苓
賓
言
室
側
巧
敷
契
期
祈
可
逗
却
訣
。以

疇去
年
十
二
月
七
月
言
上
。
而
或
人
論
日
。
今
有
篇

君
絶
世
之
譲
已
蘊
葵
舜
社
而
不
吾
．
大
仁
芳
翌
緑
祠
通
袂
海
外
＿
臣
案
。
日
本
書
紀
云
゜
誉
田
天
皇
崩
．
時
太
子
菟
逍
稚

郎
子
譲
朽
手
大
鯰
碑
蒼
一
●
固
辟
曰
．
登
婆
先
帝
之
命
函
広
笙
弟
王
之
言
ご
兄
弟
相
誰
．
杢
敢
嘗
之
。太
子
界
宮
室
於
菟
逍
―

而
居
皇
位
空
之
践
続
三
奨
太
子
口
我
久
生
煩
年
＾
了
哉
．
逐
於
菟
道
容
自
棗
。大
鍋
並
倉
悲
拗
越
礼
．即
天
皇
位

i

邸

難
波
硲
津
宮
玉
委
曲
在
書
紀
一
ぷ
能
以
具
亜
ギ
；
時
譲
國
之
美
笙
f

祗
赴
油
応
る
此
則
先
哲
智
慮
＃
深
慮
ー
ー
國
家
一
然
則
先
王
之

涵
典
．
萬
代
之
不
朽
者
追
又
側
問
礼
記
云
，
夫
礼
者
盃
松
以
寒
親
疎

i

決
嫌
疑
一
別
紬
窃
翠
一
朋
是
非
祐
也
．
礼
不
＇
如
茫
費
礼
不

b
 

鍮
砿
竺
面
渤
海
客
徒
践
逗
詔
買
濫
以
入
蒻
偏
容
蜘
端
只
恐
損
薔
爽
賓
是
商
旅
拿不
迫
憐
客
以
9

彼
商
旅
＿
g
夕
客
損
＂國．

忠
見
払
治
塵
施
以
比
日
維
務
行
事
。
賂
皇
后
改
葬
一
ぷ
御
齋
會
二
。
掘
加
勢
山
壻
井
飛
烏
堰
謳

1=一
ぷ
七
逍
畿
内
巡
察
使
四
。
可

＞
召
渤
溺
客
徒
●
痙
螢
重
雀
．
騒
動
不
遥
丈
頃
年
旱
疫
相
侶
。
人
物
共
奎
．
一
度
賑
給
。
正
税
欠
少
．
況
復
時
臨
農
喪
弊
多
9

遜
奨
人
疲
羞
役
面
箪
空
供
給
玉
夫
君
無
を
更
良
安
在
天
下
五
民
姿
圭
息
天
尖
難
滅
，
非
0

一
人
天
下
玉
是
万
人
天
下
．
縦
今
損

艮
焉
麻
寄
”
伝
茫
後
賢
辰
請
停
正
客
徒
入
京
一
部
自
羞
函
〖
―
逹
珂
且
示
畑
領
威

i且
除
に1民
舌
る
唯
依
油
期
入
朝

〖

須
面
用
丑
古
例
i臣

緒
禍
雖
言
久
臥
祐
届
マ
心
牌
既
迷
盈
叩
恩
主
之
至
半
死
熊
＞忘
゜
愚
臣
中
誠
太
・
y

獲
汰
"

y

陳
．
謹
重
奉
表
以
聞

否゚
許
．

B

次
の
史
料
を
読
ん
で
、

早
稲
田
大
学
図
書
館
提
供
m
B
S
C
O
h
o
s
t
m
b
o
o
k
sよ
り
複
写

類
衆
国
史
新
訂
増
補
國
史
後
篇
巻
百
九
十
四
吉
川
弘
文
館

2
0
0
0
年
発
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版
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:
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-
6
4
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X
 

そ
れ
ぞ
れ
の
設
問
に
答
え
よ。

二
0
二
ニ
年
度

早

稲

田

大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

〖
修士
課
程
】
専
門
科
目

出
庄
史
翌

・ コ
ー
ス

入
学
試
験
問
題

※

解

答

は

別

紙

⑱
・
横
書
）



A 

而
申
知
行
之
由
、
掠
給
御
下
文
之
輩
、
雖
帯
彼
状
不
及
叙
用
、

(
2
)
傍
線
部
の
「
右
大
将
家
」
と
「
二
位
殿
」
と
は
誰
か
。
そ
れ
ぞ
れ
人
物
名
を
記
せ
。

(
3
)
二
つ
の
条
文
（
―
つ
書
き
）
は
、
各
々
何
と
呼
ば
れ
る
法
理
か
。
そ
れ
ぞ
れ
漢
字
三
字
（
「
●

●
法
」
）
で
記
せ。

(
4
)
二
つ
の
条
文
は
、
全
五
一
箇
条
か
ら
な
る
法
令
の
一
部
だ
が
、
こ
の
法
令
の
制
定
背
景
や
史

右
、
或
募
勲
功
之
賞
、
或
依
宮
仕
之
労
、
拝
領
之
事
、
非
無
由
緒
、
而
称
先
祖

之
本
領
、
於
蒙
御
裁
許
者
、

不
能
禁
制
賊
、
次
代
々
御
成
敗
畢
後
、
擬
申
乱
事
、
依
無
其
理
、
被
棄
置

之
輩
、
歴
歳
月
之
後
、
企
訴
訟
之
条
、
存
知
之
旨
罪
科
不
軽
、
自
今
以
後
、

顧
代
々
成
敗
、
猥
致
面
々
濫
訴
者
、
須
以
不
実
之
子
細
被
書
載
所
帯
証
文
、

一
、
雖
帯
御
下
文
、

右
、
当
知
行
之
後
、

事、 殿、

不
令
知
行
経
年
序
所
領
事
、

過
廿
ケ
年
者
、
任
大
将
家
之
例
、

濫
訴
之
輩
可
被
停
止
、
但
当
給
人
有
罪
科
之
時
、
本
主
守
其
次
、
企
訴
訟

補
否
事
、

一
、
右
大
将
家
以
後
代
々
将
軍
井
ゴ
叫
凪
富
仰
時
所
充
給
所
領
等
、
依
本
主
訴
訟
被
改

的
位
置
に
つ
い
て
知
る
と
こ
ろ
を
述
べ
よ
。

(
1
)
読
み
下
し
文
を
記
せ
。

二
0
二
ニ
年
度

【
修
士
課
程
】

•• 

／
り
ぺ
し
シ

3
 

不
論
理
非
不
能
改
替
、

一
人
縦
雖
開
喜
悦
之
眉
、
傍
輩
定
難
成
安
堵
之
思

問

[
二
]
（
中
世
）
次
の

A
●

B
二
問
に
答
え
よ
o

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

専

門

科

目

日

・

未

介
中
入
珍
斗

コ

ー

ス

入
学
試
験
問
題

※
解
答
は
別
紙
（
錮
・
横
書
）

不



塀
道

波
々
左

田
源

高
伊

平
丹

B
 

（
天
文
十
七
年
）

八
月
十
二
日

三
好
筑
前
守

長
慶
判

二
0
二
ニ
年
度

【
修
士
課
程
】

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

専
門
科
目

8
年
史
冷
ヤ
コ
ー
ス

(
1
)

左
の
史
料
の
読
み
下
し
文
を
別
紙
解
答
用
紙
に
記
せ
。

(
2
)

左
の
史
料
の
傍
線
①
は
誰
か
。
そ
の
人
物
の
姓
名
を
記
せ
。

(
3
)

左
の
史
料
の
傍
線
②
の
読
み
を
カ
タ
カ
ナ
で
記
せ
。

(
4
)

左
の
史
料
の
傍
線
③
の
読
み
を
カ
タ
カ
ナ
で
記
せ
。

(
5
)

左
の
史
料
の
大
意
を
述
べ
、
当
時
の
畿
内
情
勢
に
も
関
説
せ
よ

字
程
度
）
。

•• 

／

り

ぺ

n
ジ

4
 

入
学
試
験
問
題

※
解
答
は
別
紙
（
鉛

・
横
書
）

（二

O
O
S
三

0
0

急
度
令
申
候
、
偲
同
名
宗
三
礼

□次
、
恣
躙
叫
コ
団
環
さ
御
前
を
申
掠
、
懸
諸
人
悩
、

依
無
悪
行
尽
期
、
既
於
度
々
、
上
様
被
成
御
機
遣
次
第
淵
底
御
存
知
之
条
、
不
能
申

分
候
欺
可
及
都
鄭
静
謡
仕
立
無
之
、
於
各
囲
哭
面
目
段
候
、
今
度
池
田
内
輪
存
分

事
、
前
筑
後
覚
悟
、
悪
事
段
々
、
不
及
是
非
候
、
雖
然
一
座
被
成
御
赦
免
、
無
程
被

為
生
害
儀
、
皆
々
令
迷
惑
候
処
、
家
督
事
無
相
違
、
被
仰
付
太
松
、
条
々
跡
目
之
儀
、

令
安
堵
候
キ
、
然
所
彼

□体
者
不
渡
置
、
宗
三
相
拘
、
今
度
以
種
々
儀
、
城
中
へ
執

入
、
対
同
名
親
類
、
不
及
一
言
之
口
、
諸
蔵
之
家
財
誡
物
以
相
注
、
早
知
行
等
迄
進

退
候
事
驚
存
候
、
如
此
時
者
、
池
田
家
儀
為
可
令
我
物
、
宗
三
申
掠
上
儀
、
筑
後
令

生
害
段
、
現
形
之
儀
候
、
可
歎
申
以
覚
悟
、
宗
三
一
味
族
追
退
、
惣
同
名
与
力
被
官

相
談
、
城
中
堅
固
之
旨
申
事
、
叫
吋
以
心
宗
三
父
子
候
て
、
無
子
細
共
親
に
て
候
上
、

相

□彼
是
以
難
申
尽
候
、
雖
然
万
事
令
堪
忍
、
白

I

然
彼
心
中
引
立

□口
之
儀
、
可
令

馳
走
敗
、
結
句
致
扶
助
、
随
分
成
其
意
来

□口
、
今
度
河
州
之
儀
も
、
最
前
請
彼
身
、

可
致
粉
骨
旨
、
深
重
二
申
談
、
木
本
二
右
衛
門
大
夫
令
在
陣
、
彼
陣
を
引
破
、
致
自

放
火
、
罷
退
候
事
、
不
顧
外
聞
後
難
、
拙
身
を
可
相
果
造
意
、
於
侍
上
者
、
言
語
道

断
働
候
、
所
詮
宗
三
父
子
を
被
成
御
成
敗
、
皆
致
出
頭
、
世
上
静
謡
候
様
二
、
為
江

州
可
預
御
意
見
旨
、
摂
・
丹
年
寄
衆
、
以
一
味
之
儀
、
相
心
得
可
申
之
由
候
、
被
成

御
分
別
、
可
然
様
御
取
合
、
可
為
祝
着
候
、
恐
々
謹
言
、



④
 

③
 

A 問
[
三
]

左
の
史
料
は
宝
永
七
年
（
一
七
一

0
)
、
六
代
将
軍
徳
川
家
宣
の
代
始
め
に
出
さ
れ
た
武
家
諸
法
度
で
あ
る
。
こ
れ

を
読
ん
で
設
問
に
答
え
よ
。

武

家

諸

法

度

①

文
武
之
道
を
修
め
、
人
倫
明
か
に
し
、

（
中
略
）

若
非
常
の
変
有
之
時
は
、
其
所
在
二
随
ひ
て
、
或
は
宅
地
或
は
領
地
、
其
所
を
り
て
妄
り
に
動
か
す
、
速
に
其

事
を
注
進
す
へ
し
、
若
刑
罰
の
事
有
之
時
は
、
使
た
る
者
の
外
、
私
に
出
会
事
を
ゆ
る
さ
す
、
凡
使
と
し
て
差

遣
す
者
、
其
人
の
高
下
其
事
の
大
小
を
論
せ
す
、
敢
て
対
捧
あ
る
へ
か
ら
さ
る
事
、

②
附
、
中
に
お
ひ
て
急
変
出
来
ら
は
、
同
席
の
こ
を
と
り
は
力
る
へ
し
、
其
余
は
各
其

P
を
｛
、
り
て
妄

り
に
動
く
ヘ
力
ら
す
、
若
其
同
席
に
人
な
き
に
至
て
は
、
其
戸
に
、
き
と
も
と
り
は
ヵ
ら
ふ
き
は
制
限

に
あ
ら
さ
る
事
、

（
中
略
）

窟

嗣

は

子

孫

相

承

す

へ

き

論

す

る

に

及

は

す

、

子

な

力

ら

ん

も

の

ハ

、

同

の

中

そ

の

後

た

る

き

を

撰

む

へ

し

、

十

七

歳

よ

り

以

は

、

後

た

る

き

者

を

ミ

、

現

rの
日
に
及
ひ
て
望
請
ふ
事
を
ゆ
る
す
、

或
は
子
た
り
と
言
ふ
と
も
、
立
へ
き
者
の
外
を
撰
ミ
、
或
は
子
な
く
し
て
そ
の
後
た
る
へ
き
を
む
の
こ

と
き
は
、
親
族
家
人
等
t

定

の

上

を

以

て

、

上

裁

を

仰

く

し

、

望

請

ふ

所

に

お

ゐ

て

相

合

は

す

す

其

病

戸

魚

の

、

に

臨

て

も

印

ふ

IF
の

こ

と

き

は

、

を

ゆ

る

力

ら

、

し

力

り

と

言

へ

と

も

、

或

は
父
祖
の
功
王
或
は
其
の
勤
＂
、
に
異
な
る
に
お
ゐ
て
は
、
望
請
ふ
P
な
し
と
い
へ
と
も
、
別
儀
を
以

て
恩
裁
の
次
第
有
へ
き
事
、

附
、
同
姓
の
中
継
嗣
た
る
へ
き
も
の
な
き
に
お
ゐ
て
は
、
旧
例
に
准
し
て
、
異
姓
の
外
族
を
撰
ミ
て
言
上
す

し
、
、
の
~
、
ハ
嗣
を
定
む
る
事
、
或
は
我
、
六
を
問
す
し
て
、
其
貨
を

tー
す
る
に
至
る
、
人
の
道

た
る
か
く
の
こ
と
く
な
る
へ
か
ら
す
、
自
今
以
後
、
厳
に
禁
絶
す
へ
き
事
、

殉
死
の
禁
、
更
に
＂
制
を
加
ふ
る

p
也
、
或
ハ
徒
党
を
植
て
、
或
は
誓
約
を
結
ふ
の
こ
と
き
、
妄
り
に
非
義
を

行
ひ
て
敢
て
憲
法
を
犯
す
の
類
、
一
切
に
厳
禁
す
へ
き
事
、

（
中
略
）

右
條
々
、
旧
章
に
由
り
て
こ
れ
を
修
飾
す
、
す
へ
て
教
令
の
及
ふ
所
、
遠
近
一
ツ
に
よ
ろ
し
く
遵
行
す
へ
き
者
也
、

宝
永
七
年
寅
四
月
十
五
日

設
問

(
1
)
①
の
「
人
倫
」
と
は
ど
の
よ
う
な
内
容
を
指
す
か
。

(
2
)
②
に
関
し
て
、
江
戸
時
代
の
武
士
は
実
力
行
使
を
す
る
に
あ
た
り
、
当
時
の
身
分
制
社
会
の
中
で
ど
の

よ
う
な
制
約
の
も
と
に
あ
っ
た
か
記
せ
。
。

(
3
)
③
を
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。

(
4
)
④
に
つ
い
て
、
武
士
の
主
従
関
係
に
お
け
る
「
殉
死
」
の
理
由
と
そ
の
禁
止
の
意
味
を
記
し
な
さ
い
。

（
近
世
）

風
俗
を
正
し
く
す
へ
き
事
、

A
.
B
二
問
に
答
え
よ
。

二
0
二
ニ
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

【

修

士

課

程

】

専

門

科

目

日

水

が

ク

ヘ

必

3)

コ
ー
ス

／り。へ
t)ジ

s
 

入
学
試
験
問
題

※
解
答
は
別
紙
＠
・
横
書
）



所
、
具
於
我
朝
可
令
披
露
侯
‘
穴
賢
々
々

御
出
世
千
五
百
八
十
五
年
七
月
二
日
よ
く

雖
為
遠
國
、
於
日
域
無
其
隠
候
‘
萬
一
無
事
諦
國
候
者
我
ミ
見
聞
之

（
花
押
）

御
大
切
於
自
今
以
後
忘
却
有
間
敷
誌
迄
候
‘
嘗
所
之
事
者

Fara 

D. M畔 no

不
及
筆
舌
候
‘
ー
然
間
為
向
後
覺
一
筆
染
置
候
‘
是
叉
甚
深
之

誠
従
存
茂
結
構
中
ミ
驚
目
侯
、
殊
各
被
封
我
ミ
御
慈
惰
‘
是
叉

（
花
押
）

古
今
敵
之
安
地
成
侯
ハ
ヌ
賢
在
所
一
見
本
意
之
條
、
則
罷
出
候
‘

Nataura(sic) 

D. Julian 

上
、
三
年
之
波
上
を
来
凌
候
‘

戸
路
銘
之
使
者
ト
メ
千
ミ
石
鈍
禰
解
J
v
`

(
n
ー
マ
）

鈍
壽
理
安
｀
肥
前
國
之
雨
侍
、
至
艮
摩
罷
出
候
‘

（パ

パ

｀

o
i
マ
該
q
1
)

日
本
諸
貴
理
シ
タ
ン
為
代
｀
｀
登
波
尊
者
之
御
足
を
奉
吸
‘

然
後
部
禰
舎
之
事
及
承
候
‘

至

是
叉
右
屋
形
井

(
O
b竺
d
-
b

瞑
従
）

ヲ
ベ
ヂ
う
を
為
奉

（
花
押
）

其
外
原
鈍
丸
知
野
、

中
浦

Cingiua do 

Michael 

日
向
屋
形
之
ま
こ
伊
藤
鈍
満
所
、

二
0
二
ニ
年
度

〖
修
士
課
程
〗

専
門
科
目

以
御
合
力
令
染
筆
候
乾
‘

(
1
)

こ
の
文
書
は
、
歴
史
上
の
ど
の
よ
う
な
出
来
事
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
か
。
歴
史
用
語
で
簡
単

に
解
答
せ
よ
。

(
2
)
下
段
「
N
a
t
a
u
r
a
J

に
つ
づ
い
て
「
(
s
i
c
)
J

と
あ
る
の
は
、

を
示
し
て
い
る
。
間
違
い
を
指
摘
せ
よ
＾
＞

こ
の
表
記
に
間
違
い
が
あ
る
こ
と

(
3
)
括
弧
内
の
注
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
全
文
を
現
代
日
本
語
に
訳
し
な
さ
い
。
固
有
名
詞
等
は
、

原
文
の
ま
ま
使
用
し
て
も
、
歴
史
用
語
と
し
て
一
般
的
な
表
記
に
置
き
換
え
て
も
構
わ
な
い
。

／
り
ペ
ー
ジ

‘fじ

叉
有
馬
之
屋
形
同
大
村
鈍
波
留

抑
従
日
本
國
豊
後
屋
形
之
使
者
ト
メ

天
地
萬
物
之
御
作
者
、
叉
其
御
子
、
我
と
御
扶
手
世
主
子
之

B

左
の
史
料
を
読
ん
で
設
問
に
答
え
よ
。

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

且
斧
丈
乏
4

コ
ー
ス

（
花
押
）

Ito d6 

N血 cio

入

学

口

青

※
解
答
は
別
ダ

9

•

横
書
）



タ
ー
ミ
ナ
ル
デ
パ
ー
ト

問
題
[四
]

鉄
道
国
有
法

東
海
道
新
幹
線

首
都
高
速
道
路

A
 

特
急
「
つ
ば
め
」

横

浜

港

新

橋

民

営

鉄

道

宝
塚
唱
歌
隊

修
学
旅
行

事
項
に
つ
い
て
、

（
近
。
現
代
）

円
タ
ク
沿
線
開
発

次
の
語
句
を
用
い
て
、
日
本
の
近
現
代
に
お
け
る
移
動
會
輸
送
手
段
、
お
よ
び
そ
の
付
帯

＊
語
句
の
配
列
は
順
不
同
で
あ
る
。
答
案
中
の
指
定
語
句
に
は
傍
線
を
付
す
こ
と
。

日
本
鉄
道
会
社

左
の

A
.
B
二
問
に
答
え
よ
。

集

団

就

職

阪

神

急

行

電

鉄

海
外
旅
行
自
由
化

―
二

0
0字
程
度
で
記
し
な
さ
い
。

二
0
二
ニ
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

【

修

士

課

程

ー

専

門

科

目

日

本

史

」

ウ

↓

コ

ー

ス

し／

1
0ヘー
ジ

」

入
学
試
験
問
題

※
解
答
は
別
紙
盆
郎
9

・
横
書
）
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り
ー
ペ
ー
ジ

s
 

明
治
十
八
年
十
二
月
頃
に
は
、
謙
疑
者
そ
れ
よ
り
そ
れ
と
増
し
加
わ
り
て
、
総
数
二
百

名
と
の
事
な
り
し
が
、
多
く
は
予
審
の
家
の
目
に
漉
し
去
ら
れ
て
、
公
判
開
廷
の
当
時

残
る
被
告
は
六
十
千
三
名
と
な
り
た
り
。

さ
れ
ど
な
お
近
来
未
曾
有
の
大
獄
に
て
、
一
度
に
総
数
を
入
る
る
法
廷

仮
に
六
十
三
名
を
九
組
に
分
ち
て
各
組
に
三
名
ず
つ
の
弁
護
士
を
附
し
、

な
け
れ
ば
、

さ
て

い
よ
い
よ
廷
は
開

公
廷
の
吾

――――――.

知
る
に
足
る
ぺ
し
。

こ
れ
を
楽
し
み
に
看
守
に
護
ら
れ
、
腕
車
に
乗
り
て
、

す
こ
と
も
や
と
、

よ
り
、
江
戸
堀
公
判
廷
に一1-•一
る
の
間
は
あ
た
か
も
人
を
も
て
塀
を
築
き
た
ら
ん
が
如
く
、

く
も
あ
ら
ず
。
閏
く
大
阪
市
民
は
由
来
政
治
の
何
物
た
る
を
解
せ
さ
り
し
に
、

政
治
思
想
を
開
発
す
る
に
至
れ
り
と
か
、

ま
た
以
て
妾
ら
の
公
判
が
如
何
に
市
民
の
耳
目
を
動
か
し
た
る
か
を

こ
の
事
件
あ
り
て
よ
り
、

そ
の
雑
沓
名
状
す
べ

漸
く

監
霊
の
門
を
出
づ
れ
ば
、
署
の
門
前

匿

送

の

途

上

賭
し
く
、

い
よ
い
よ
そ
の
日
と
も
な
れ
は
、

ま
た
三
年
振
り
に
て
、

娑
婆
の
空
気
に
触
る
る
奎
号
の

か
つ
は
郷
呈
よ
り
、
親
戚
知
己
の
来
り
会
し
て
懐
か
し
き
両
親
の
消
息
を
齋

[＇中略〕

言
わ
る
る
ま
ま
に
持
ち
合
せ

身
は
こ
ろ
ご
ろ
と
芋
虫
の
如
く
に
な
り
て
、

頗
て
巡

査
に
伴
わ
れ
行
く
途
上
の
歩
み
の
息
苦
し
か
り
し
よ
。
警
察
署
に
藩
く
や
否
や
、
先
ず
国
'-
＝
苧
探
偵
よ
り
種
々
の

b
 

そ
の
口
振
り
に
よ
り
て
昼
の
ほ
ど
公
菌
に
遊
び
滞
途
勧
工
湯
に
立
ち
寄
り
て
筆
紙
墨
を
買

い
た
り
し
一
_―
―
―
―
ー
ま
で
既
に
残
り
の
う
探
り
尽
さ
れ
た
ろ
を
知
り、

の
前
べ
日
よ
り
，
一
人
事
は
早
く
も
破
れ
居
た
り
し
こ
と
を
覚
り
ぬ
。

従
っ
て
わ
れ
ら
が
な
お
安
全
と
夢
み
だ
り
し
そ

質
問
を
受
け
し
が
、

の
衣
類
取
り
出
し
、

あ
る
ほ
ど
の
者
を
巻
き
っ
く
れ
ば

r

り
て
、

快
く
睡
り
け
る
が

r

a
 

て
、
・
果
し
て
遊
廓
に
遊
ば
ん
ほ
ど
の
余
資
あ
ら
ば
、

て
は
父
母
兄
弟
に
余
所
な
が
ら
の
暇
乞
い
も
な
す

べ
か
り
し
に
な
ど
、

あ
ら
ぬ
現
心
に

r

何
か
騒
が
し
き
物
音
を
感
じ
ぬ
。
何
気
な
く
閉
じ
た
る
目
を
見
開
け
ば
r

警
部
巡
査
ら
十
薮
名
手
に
手
に
警
察
の
提
燈
振
り
照
ら
し
つ
つ
、

ア
ナ
ャ
と
驚
｀
き
起
た
ん
と
す
れ
ば
、
宿
屋
の
主
人
来
り
て
、

と
、
巡
査
の
問
い
に
答
え
て
、

菩
部
は
言
肯
き
て
、

稲
垣
に
は
縄
を
か
け
、

宵
の
ほ
ど
認
め
置

き
し
葉
石
へ
の
主
＇．書
の
（
寝
床
の
内
よ
り
現
わ
れ
し
こ
そ

□
惜
し
か
り
し
か
。
警
部
の
温
顔
俄
応
厳
め
し
う
な

こ
の
者
を
も
拘
引
せ
よ
と
雰
く
に
、
巡
査
は
承
り
て
と
も
か
く
も
奢
察
に
来
る
べ
し

r

支
度
せ
よ
な
ど
な
お
情
け
ら
し
う
注
意
す
る
な
り
き
。
抗
ぅ
べ
き
術
も
な
く
て
、

菜
く
な
き
よ
う

妾
を
は
別
に
咎
め
ざ
る
ぺ
き
模
様
な
り
し
に、

更
に
何
一
＝
号
を
も
解
せ
ざ
る
様
を
装
い
、

た
だ
稲
垣
と
同
伴
せ
る
旨
を
い
い
し
に
、

大
事
去
り
た
れ
と
、
覚
悟
は
し
た
れ
ど、

こ
れ
妾
一
人
の
身
の
上
な
ら
ね
ば
、

出
来
得
る
限
り
は
言
い
ぬ
け
ん

る
な
り
け
り
。

旅
客
検
な
り
と
い
う
。

さ
て
こ
そ

わ
れ
ら
が
城
壁
と
特
め
る
室
内
に
閲
入
し
た

こ
は
そ
も
如
何
に

切
め

妾
は
一
度
渡
韓
せ
ば
、

発

貢

挽

引

二
0
二
ニ
年
度

【
修
士
課
程
】

古
井
は
直
ち
に
起
き
て
佐
賀
へ
出
立
の
用
意
を
急
き
、

残
る
は
稲
垣
と
妾
と
の
み
、
稲
垣
は
遊
び
疲
れ
の
出
で
た
れ
ば
に
Q

＼
横
に
な
る
よ
り

B

次
の
史
料
を
読
み
、
設
問
に
答
え
よ
。

生
き
て
再
び
故
国
の
土
を
踏
む
べ
き
に
非
ず
、
彼
ら
同
志
に
し

こ
れ
を
ば
借
り
て、

（
史
料
は

一
部
省
略
し
た
箇
所
が
あ
る
。
）

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

専
門
科
目
日
＊
了
名
斗

n
ー
ス

途
す
が
ら
郷
里
に
立
ち
寄
り、

様
六
の
思
い
に
耽
り
て
、
睡
る
と
に
は

真
夜
中
｛
信
を
立
ち
出
で
た
り
。

入
学
試
験
問
題

※
解
答
は
別
紙

Q
9-

•横
書
）
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(
6
)
 

(
2
)
 を

検
証
で
き
る
と
考
え
る
か
。

二

0
0字
で
述
べ
な
さ
い
。

二
0
0字
で
具
体
的
に
述
べ
な
さ
い
。

て
漸
く
傍
聴
＝底
に
入
る
事
を
褐
た
る
有
様
に
て
、
わ
れ
わ
れ
の
通
路
は
常
に
人
の
山
を
築
け
る
な
り
き
。

三
、
四
日
も
通
い
三
来
り

大
抵
一
組
と
こ
れ
に
添
い
た
る
看
守
と

の

こ
の
時
氏
家
は
何
か
申
し
立
て
ん
と
せ

騒
擾
し
、

「
右
誤
決
の
旨
を
長
崎
潜
在
の
先
発
者
田
代
季
吉
云
ご

表
門
菩
護
の
看
守
巡
査
は
、
い
ず
れ
も
抜
剣
に
て
非
常
を
戒
め
し
ほ
ど
な
り
き
。

＝
＿
又
拝
丁
ら
打
ち
寄
り
て
、
漸
く
氏
家
を
磯
山
よ
り
引
き
離
し
た
り。

し
も
、
裁
判
長
は
看
守
押
丁
ら
に
命
じ
て
、

す
ぺ
き
事
あ
り
と
て
一
先
ず
廷
を
閉
じ
、

氏
家
を
退
廷
せ
し
め
、
裁
判
長
も
ま
た
こ
の
一―――
-―．柄
に
つ
き
、
相
談

午
後
に
至
り
て
更
に
開
廷
せ
り
。

爾
来
公
判
は
引
き
続
き
て
開
か
れ

し
か
ど
、
最
初
の
日
の
如
く
六
十
三
名
打
ち
撞
い
た
る
'--＿手はなく、

み
出
廷
し
た
り
。
し
か
も
な
お
傍
聴
者
は
毎
日
午
前
三
時
頃
よ
り
正
門
に
詰
め
か
け

r

[
設
問
〕

(
1
)
こ
こ
に
記
さ
れ
た
事
件
の
概
要
と
、
そ
の
直
接
的
な
背
景
と
な
る
国
内
状
況
に
つ
い

て、

こ
の
史
料
の
筆
者
に
つ
い
て
知
る
と
こ
ろ
を
一

0
0
字
で
述
べ
な
さ
い。

(
3
)
傍
線
部

a
に
つ
い
て
知
る
と
こ
ろ
を
一

0
0字
で
述
べ
な
さ
い
。

(
4
)
傍
線
部
b
に
つ
い
て
知
る
と
こ
ろ
を
一

0
0字
で
述
べ
な
さ
い
。

(
5
)
傍
線
部
C

の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
一

0
0字
で
述
べ
な
さ
い
。

こ
の
事
件
の
背
景
と
な
る
対
外
関
係
に
つ
い
て
二

0
0字
で
述
べ
な
さ
い
。

(
7
)
史
料
の
筆
者
は
、
事
件
に
対
す
る
大
阪
市
民
の
反
応
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

ま
た
、
歴
史
研
究
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
調
査
を
行
う
と
、

筆
者
の
認
識
の
妥
当
性

l
ー／臼。へ
t
ジ

じ

と
か
く
す
る
内
看

に
あ
る
、

磯
山
清
兵
衛
氏
に
飛
び
か
か
り
、

一
喝
し
て
首
筋
を
掴
み
た
る
様
子
に
て
、

場
の
内
外
一
方
な
ら
ず

ペ
ー
ジ
上
段
七
行
目
の

の
処
に
至
り
、
突
然
第
一

列

は
、
憤
然
と
し
て
怒
気
満
面
に
潮
し
、

肩
を
釜
や
か
し
て
、

挙
動
穏
や
か
な
ら
ず
と
見
え
し
か
、

淡
な
る
、

共
に
一＝手
を
な
す
に
足
る
者
に
非
ず
」

か
れ
ぬ
。
先
ず
公
訴
状
朗
読
の
一
号
あ
り
し
に、

葉
石
ら
の
冷

亨
占
の
所
に
至
る
や
第
三
列
に
控
え
た
る
被
告
人
氏
家
直
国
氏

「
こ
れ
よ
り
先
、

二
0
二
ニ
年
度

【
修
士
課
程
】

専
門
科
目

9
年
史
浮
ナ

n
]

ス

磯
山
清
兵
衛
は
（
中
略
）
璽
井
、

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

果
し
て
十
五

入
学
試
験
問
題

※
解
答
は
別
紙
＠
属
書
）
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